

期　日：平成２６年１１月１９日（水）
場　所：鶴岡市藤島庁舎３階
大会議室

第３回藤島地域審議会会議録（概要）
○日　時　　平成２６年１１月１９日(水)　午前１０時～午前１１時４８分
○会　場　　鶴岡市藤島庁舎３階　大会議室

○出席委員（五十音順）　１３名
　　　　　　板垣久喜、小野寺菊子、佐藤一晴、鈴木紀生、田中壽一、冨樫菊子、冨樫達喜、富樫正明、成澤恒雄、堀口大介、丸山克夫、丸山鎭、渡部綾子
○欠席委員　６名
　　　　　　奥山康光、小野木覺、澁谷　晃、相馬大、髙山千代子、疋田勝幸
○市側出席職員

〈藤島庁舎〉　支所長　門崎秀夫、総務企画課長　本間光夫、産業課長　蓮池昇、
市民福祉課長　丸山隆逸、東部税務事務室長　東海林良哉、
東部建設事務室長　髙橋親孝、
総務企画課総務地域振興専門員　齋藤良徳、総務企画課専門員　叶野進
〈本所〉　　　企画部政策企画課長　髙橋健彦、政策企画課長補佐　佐藤豊、

　　　　　　　政策企画主査　上野修、企画部地域振興課地域振興専門員　齋藤芳
○傍聴者　なし
○次　第
１　開　　会　　　
２　挨　　拶　　　
３　協　　議　　　
（１）新市建設計画の見直しについて　　　　　　　

（２）鶴岡市総合計画実施計画の策定について　　　　　 

（３）その他

４　そ の 他

５　閉　　会

【会議の概要】
１、開　　会　（本間総務企画課長）

２、挨　　拶　（冨樫達喜副会長）
３、協　　議　　

（１）新市建設計画の見直しについて
－　政策企画課、資料により説明　－
○冨樫達喜副会長　ただ今、前回の審議会で皆さんから審議いただいた内容、それから鶴岡市各地域の審議会の内容を踏まえて、修正すべき部分は修正した内容が当局から説明あったわけでございます。これについて皆さんから質問、ご意見を受けたいと思いますが、いかがでしょうか。
○丸山鎭委員　一つは、楽々の件、前回出ました。小野木会長は、簡単に言うと、楽々をつぶして藤島ふれあいセンターのほうだけ残すという、そんな考えのように思いました。そしてトップダウンということで、一つあればいいと、それは会議録にも出てますのでご覧ください。それは、私はとんでもない話だと思いました。なぜかと言いますと、ふれあいセンターは、中町の人たち、あの近辺の人たちが利用度が高いのかなと思います。それから楽々は、バイパスにありますから、むしろ藤島の産物を売り出すという意味ではいい立地条件だと思います。ただ、どちらもあまり流行っていないというのが実態だと思うんです。だから、一緒にしたところで、どちらかがよくなるというものではないだろうと。むしろ両方がんばってもらうのが一番いいのでないかと思ったところです。トップダウンとなって楽々が無くならないように、市の産業課長さんから頑張っていただきたいと思いました。

　それから、この計画と関係するのですが、この間配布された鶴岡市議会だよりの中で、藤島地域出身の小野由夫議員が、市の公共施設の点検修繕計画はあるのだろうかと質問しています。総務部長さんが、現在明確な計画は持っていない、今後は公共施設の施設別のニーズの変化に伴って明確な計画をもっていくという答弁をしてますが、市として修繕計画がないというのは、一般市民からするとおかしいと思う。長沼にしても保育所的なものが今使われていないのもあるし、それから藤島でも、赤川水道、あれもほかに使っている。藤島庁舎においても空き部屋がある。藤島地域以外にもいっぱいそういうところがあるのでないか。そこを有効に利用する、壊れたところを修繕しながらというのが、当然市として計画を持たなくてはならないものでないか、持ってもらいたいというのが一市民の考えです。
　　例えばこの間質問したところでは、農村環境改善センターは修繕計画がないとのことでした。本間課長さんにお願いして、雨トヨに土が溜まって草が生えているので、見てもらって修繕してもらいたいとお願いしたところです。あとからその結果のお話があると思います。やはり市の財産を有効に使うというのは大事なことであり、その修繕計画がないというのは理解できない。だからその理由を教えてもらいたい。
　　３つ目は、文化会館について、「鶴岡市文化会館改築整備事業特集号」ということで資料をいただきました。この中で、実施設計ができるまでの経過というのがあるんです。平成２１年１月に「鶴岡市総合計画策定、文化会館整備を盛り込む」とあります。ということは、それまではなかった、合併当時は鶴岡市のほうから上がってきてなかったのでないか、と思ったんです。この２１年に突然出てきて、ばたばたとして、そして２１年５月に、「市長定例会見で、現在地での改築を発表」、こう書いてあるんです。これが金縛りになって、もっといろんな場所があったろうに、検討もなされないままにこういう流れで来てしまった。で、最終的にこの間の議決という、そういう形でないかと思います。なぜこういう質問をするかというと、文化会館は、駅前のジャスコ跡にできたら、我々も電車で行けるし、温海の人も来られるでしょうし、バスの要にもなっているし、タクシーもいつでも拾えるし、庄内空港を利用して飛行機で来る、ホテルもある。そういうことで、あそこに文化会館ができたら、鶴岡市の活性化、起爆剤になって経済効果が上がるだろうと考えました。駅前開発と兼ねた文化会館の建設を検討なさったのか、お聞きしたいと思います。
　　４つ目は、この審議会の持ち方についてです。先ほど本間総務企画課長さんから、委員の過半数に達しているので会議は成立しますということでした。今までそういう形でやってきていますが、この会議で議案について議決したことは１回もないんです。過半数かどうかとるということは、この案件に対して賛否をとるというのが、普通、民主主義の原則だと思うのですけども、一度もとられていない。だから、賛成だろうが反対だろうが、簡単に言えば提案通りに進んでしまう。悪く言えば、この審議会が行政の隠れみのになっているんじゃないか。この審議会で決定されたということで、市民の方々は、委員は全員賛成したんだなととってしまう。そういう疑問を持つんです。そのへんのところを説明願えればありがたいと思います。

○冨樫達喜副会長　それぞれの担当で今お答えできるところをお願いしたいと思います。

○佐藤一晴委員　ちょっとその前に。論点を整理したいんですけども、今の市の提案は、１３ページに関わることの提案に対して意見がないですかと聞いたものと私は判断したんです。丸山さんが言ったことは大変重要なことではあるんですけども、今の時間帯でこれを論議していいのかということで、この案件が終わってから取り上げた方がと思ったのですけども、どうですか。

○冨樫達喜副会長　前回、新市建設計画について相当活発に議論されたようですが、それをまとめたのがこのたび事務局から説明あったものと私は捉えているんですけども、まず座長としてまとめてみますと、楽々とふれあいセンターについては、前からいろんな場で議論されてきた問題ですけども、それぞれ両方とも藤島としては必要なんだと、なんとか維持していきたいということなんだということを、市当局に申し上げていくというまとめ方でよろしいのかなと思ってこれを見てたんですけど。　

　　それから２つ目の藤島地域にある公共施設の修繕については、もっと目を向けてくれという要望という点にまとめたいと、前回の会議録を見て私なりにまとめておりました。
　　それから、文化会館については、既にスタートしてしまったことなんですよね。これについてとやかく審議会の中で申し上げるということではなくしてですね、今度こういうプロジェクトを計画するにあたってはもっといろんな人たちの意見を聞くと。そしてもっといろんな決め方があるのではないかということを要望として申し上げるということは何ら問題はないのかなと思っております。

　　それから審議会の持ち方についても、審議会そのものも、いわゆる合併の産物と言ってはおかしいんですけども、そういったものですよね。極端に少なくなった議員、かつては議員の皆さんが一生懸命地域の耳となり目となって積み上げていったものが、そういう行為ができなくなった、不足になったというところを、なんとかこの審議会だけでカバーしていきたい、そして市当局でもそれらの意見を賜りたいということで設置されていると思っています。従って団体組織の代表者、それから公募の皆さんとされているわけで、今後こういった組織が必要であるならば、いろんな機会に意見、要望としてあげていったらいいのかなと、そんなふうにまとめているんです。従って、今もう一度いろんな角度から再度議論するということではなくして、要望という形で取りまとめてはだめなんですか、丸山さん。
○丸山鎭委員　最初に申し上げた楽々、ふれあいセンターの件については、（１）、（２）にも関係すると思いますし、修繕計画についても同様であります。ただし、文化会館については、議会で決まったわけだから、そのとおり進めざるをえないわけですけども、ただ、その経過として、駅前開発に関連した検討はなされたのだろうかと、それは質問で、ここで議論するものではありませんが、検討したのか回答いただきたい。

それから、この審議会の持ち方については、（１）で議論するものでなくて、その他で。でも、これが本当であればトップに来て、そこをきちんと行政側から答弁してもらうと、そしてこの会議が始まるというのが筋だろうと思います。

○冨樫達喜副会長　文化会館の計画の検討にあたって駅前開発をどう考えたのかという質問について、どなたか答弁できる方がありましたらお願いしたいと思います。
○佐藤政策企画課課長補佐　その前によろしいですか。政策企画課の佐藤と申します。先ほど佐藤一晴委員から論点の話が出まして、協議の（１）の新市建設計画の見直しということでご協議いただいているわけですけども、前回、変更点についてこのような形で見直しをしたいと。で、見直し理由の大きな要因としては、大変有利である合併特例債をもう５年間、国の制度として使えるしくみになったと。ところが鶴岡市の建設計画については平成２７年度で計画が切れます。従ってこれを延長しないと有利な特例債が使えないという状況がありまして、その計画期間の延長を主な見直し内容としてご提案させていただいたところです。
ひととおり６つの審議会の協議を経まして、さらに見直し箇所がなかったかということで点検したところ、今回世帯数の推計値を改めて訂正した上でご提案したいと、いうのが本日の主旨であります。従いまして（１）のところでは、この見直し内容でよろしいでしょうかということをご答申いただきたいという趣旨です。丸山委員からご質問、ご意見等ございましたけれども、それについては（２）の実施計画の策定についてという、現在鶴岡市の施策事業については、この総合計画にもとづいて事業展開されているものですから、そちらのほうでご議論いただければよかったのかなと思っておりまして、（１）についてはそういったことで一旦整理いただければと思います。
○冨樫達喜副会長　はい、わかりました。よろしいですか、そういうことで、丸山さん。
○丸山鎭委員　意見があるかないかということを確認すれば、（１）の問題は進んでもいいという感じがします。

○冨樫達喜副会長　（１）については、前回相当議論されたんだと思いますんで、今見直し案について説明あったわけでございます。この案を持ちまして藤島地域審議会の答申としてよろしいでしょうか、皆さんにお諮りをいたします。よろしいですか。
（委員から、異議なしの声あり。）

○冨樫達喜副会長　はい、異議のないものと認めまして、（１）については原案のとおり答申といたします。それでは次に進みまして・・・
○本間総務企画課長　一言よろしいでしょうか。ただ今、異議なしということでございましたけども、現在地域審議会は藤島を含めまして６地域に設置されておりまして、各地域審議会におきましても同じくご審議、ご協議のうえ答申いただくということになっております。他の地域審議会から計画案の変更が必要となるような発言等が出された場合でございますけども、６地域の審議会の会長による会長会議で検討の上、最終的な答申とさせていただきたいと存じます。その場合は、会長と事務局に一任させていただきたいということも併せてご承認いただきたいと思いますので、よろしくお取り計らい願います。

○冨樫達喜副会長　はい、ただ今説明ありました通り、今後いろんな変更点が見つかり生じた場合は、会長会議に一任をするということでありますが、それでもよろしいでしょうか。

（委員から、はいの声あり。）

○冨樫達喜副会長　それについても承認されたものといたします。では、次に進んでよろしいですか。
（委員から、はいの声あり。）

○冨樫達喜副会長　それでは、（２）の「鶴岡市総合計画実施計画の策定について」を議題といたします。これについて当局の説明を求めます。
（２）鶴岡市総合計画実施計画の策定について

－　政策企画課、資料により説明　－

○冨樫達喜副会長　ただ今説明をいただきました。この内容について、委員の皆さんからご意見、ご質問を賜りたいと思いますが、その前に確認を一つだけ。これから委員の皆さんから、いろんな角度からご意見等あると思います。それらについては十分審議をしてこの中に盛り込まれるということも十分あるという解釈でよろしいですか。

○佐藤政策企画課課長補佐　先ほど今後の進め方についても若干ご説明いたしましたけども、本日いただいたご意見、これは６つの地域審議会からご意見を賜っております。で、若者からのご意見ということで鶴岡まちづくり塾からのご意見、これらを、今後、総合計画審議会というのが１２月に予定しておりまして、そこが総合計画の中心的な審議機関となります。前段では企画専門委員会というものがございまして、そちらでの協議もございます。それらに地域審議会でこういったご意見が出たということをお伝えするとともに、各担当に対応等を検討していただくことになっております。その検討等を踏まえて実施計画に盛り込めるものは盛り込んでいくという流れになっておりますのでよろしくお願いいたします。
○冨樫達喜副会長　これからの流れについても説明ありましたので、これを踏まえて、委員の皆さんからご意見を賜りたいと思います。どうぞ。
○富樫正明委員　資料の２５ページにあります「自主防災組織と消防団の連携と強化」ということで、自主防災組織というのは、だいたいの町内会でできているわけですけども、消防団ＯＢ等の防災関係団体というのが、消防団活動協力員というのがあるのです。いざ災害があった時に、その町内会のみですけども、火災の応援に参加するという団体で、現在、藤島地域に町内会が６０いくつあるうち２２町内会しか活動協力員がいないんです。やっぱりいざという時のためにもう少し各町内会で協力して活動協力員を出していただきたいと思います。
　　それから、２６ページの「団員の確保」ですけども、事業所の協力をいただいて消防団活動をさせていただいているわけで、お勤め先の事業所等には大変負担をかけており、大変ありがたく思っております。それで、団員の確保という点で、消防団が直接勧誘に行くわけですけども、勧誘する団員本人に会わせないで、親がうちのはだめだというふうに門前払いを食らうような感じなので、団員の確保のために、町内会等、行政等も、もう少しご協力を頂ければありがたいと思っております。
○冨樫達喜副会長　ただ今の要望については、十分、団員の確保等にご協力いただくように、十分配慮をお願いできればと思ってますので、それでよろしいですか。
○富樫正明委員　はい。

○冨樫達喜副会長　ほかにございませんでしょうか。

○佐藤一晴委員　丸山さんのさっきの案件は。
○佐藤政策企画課課長補佐　先ほど丸山委員からご質問等あった点について、お答えできる範囲でご回答したいと思います。

公共施設の点検、修繕というお話ございました。直接の担当は総務部になりまして、詳しい所は分からない部分もあるんですけども、ご指摘いただいたとおり、これから人口が減る中で、いろんな空き施設等出てくると思います。また、長年使っている中で老朽化という問題も出て来ようかと思います。計画を作っていないということでございましたが、恐らく事務レベルでは何らかのデータ等は持っているのだと思いますけども、ただ市民にお見せできるレベルになっていないのかなと思っております。ただ、鶴岡市のみの話ではありませんで、全国的にそういった傾向にあるのだと思います。その中で総務省から、各自治体において計画策定を進めるようにという方針も出されているようでございます。それを受けて、鶴岡市としても、公共施設等総合管理計画といったものを策定して、これからの公共施設の在り方について方向性を示していくというような予定になっているようなことでございますので、ご理解いただければと思います。

それから地域審議会の持ち方についてご意見もございましたけれども、この総合計画に関して言いますと、先ほど申し上げた総合計画審議会及び企画専門委員会の中で、この実施計画等については検討して策定していくというような流れになっておりますけども、市の重要な計画であるという観点から、地域の方あるいは若い方々からもご意見を聞こうということで、本日地域審議会の方々にも、中身の説明をさせていただいてご意見を承るというようなことでございまして、なかなかこの場で議決をとるというような形ではないわけですけども、そういった形で進めているようなところでございますので、併せてご了承いただければと思います。
なお、先程の建設計画の見直しにつきましては、先程も庁舎のほうからご説明ありましたけれども、この６つの地域審議会の答申がそろわないと見直しができないというような状況にございます。法律上は地域審議会から意見を聞くことというような規定になっておりまして、ここで議決をとるような形にはなっていないんですけども、鶴岡市の地域審議会の規定の中で、諮問、答申の形をとることになっておりまして、それに基づいて諮問させていただいて各地域審議会から答申をいただくということで、６つの答申がそろわないと議会に出せないような形になっておりまして、そういった意味で、どこかがそろわないとまとまらないということになっております。もしそういったことが生じた場合は、改めて会長会議を開かせていただいて、その中で必要な修正を了解していただくというような流れとなっておりますので、宜しくお願いします。
○冨樫達喜副会長　丸山さん、よろしいですか。

○丸山鎭委員　修繕の関係については、佐藤さんから教えてもらったわけですけども、こういうものこそきちんと作って、それにもとづいて住民に理解を得ながら、得られないとすれば理解を得る施策をしながら、有効な活用をするというのが大事だと思うんです。それからすれば、この２７年から２９年の計画の中身も、そういうものを盛り込んでいるのじゃないかと思います。

それから、先月の２7日でしょうか、藤島体育館に落雷がありました。停電して、電気は復旧したが、時計関係は今もって使えません。体育館は避難場所になるところだと思います。それが今もってきちんと修理できない。避難場所になるわけだから、即整備するというような体制は市としてあるべきでないか。予算的にも、予備費から出すかわかりませんけども、あるべきでないかと思うんです。原因は避雷針がなかったのです。避雷針は２０ｍ以上でないとつけない。体育館の高さは２０ｍないらしいんです。大きい災害になる前に、打つべき手は打ってもらいたいと思います。
○冨樫達喜副会長　落雷被害については当然把握しているだろうと思いますが、早急に、大事なことでありますので、修繕の方も対応なされたらいいのかなと思っておりますのでよろしくお願いします。
　　
○堀口大介委員　１０ページの「空き家対策の推進」というところなんですけども、昨年、菅野代に空き家がありまして、老朽化して崩壊寸前だったようでした。近隣で市にも相談して、持ち主にもお話したんですけども、金額やさまざまな理由でそのまま放置という状態になっていたようで、半年後、雪が降って全部倒壊しておりました。近隣の方々で道路に落ちたものは寄せるというようなこともあったようです。どうしても空き家対策の推進もあるのですけども、一歩踏み込めないところがあって、市としても当然そういうところがあるのだと思いますけども、安全ということを考えると、そこらへんもう少し方法はないのかなということも、計画の中に織り込んでいただきたいなと思っております。
　　あと、高等教育機関、９ページですかね、藤島には庄内農業高等学校がございます。バイオも含めて、さまざまな形で慶應義塾さんも含めて連携させていただいて、もう少しアピールできるような環境づくりに協力していただきたいなと、思っているところです。
○冨樫達喜副会長　空き家対策については、市も大変頭を痛めている問題だと思いますので、早急にできるだけ対応するように強力に要請をしていただけたらいいのかなと思っております。なにか事務局で、ただ今の質問について答弁ありましたら。
○本間総務企画課長　空き家につきましては、昨年、建設部で空き家条例等を作って対応しているところでありますし、庁舎においても、地域の空き家情報を各町内会と一緒に把握しております。ただ、おっしゃられたとおり、あくまでも個人財産というところが、なかなかそこから先に進めにくいということもありますので。空き家に最近ではハクビシンですとか、蜂の巣があったりとか、二次的な危険性も発生しておりまして、各町内会でも頭を痛めているというのが実態でございます。中には空き家でも管理がしっかりされて、地元の建設会社に定期的な見守りそれから壊れた部分の補修等依頼している方もいらっしゃるんですけども、あとは行方不明という方もいらっしゃいます。ですから、これといった妙案はなかなかすぐにはないんですけども、まず現状把握、それから、少しでも風が吹いた時のための対策などを、町内会と一緒に連携しながら進めてまいりたいと思っております。
○丸山鎭委員　空き家についてですけども、解体しない理由は２つあるらしいです。１つは解体費用を払うお金がない場合、２つ目は解体すると税金が上がるということなんです。解体すれば税金少なくなるだろうと思うのですが、そうでないようでした。そのへんが空き家に関しては問題。
それから、農村環境改善センターの屋根はその後どうなったか、お話し願いたい。
○本間総務企画課長　前回の地域審議会の際に丸山委員からそのようなご発言がありました。私も改善センターを見てまいりました。入口の屋根の雨トイに、たぶん周辺にいろいろ樹木があるものですから、そこから落葉があってそこから草が生えてきたりというふうに見えました。それから体育館の軒先にも破れているところがありましたし、体育館の端のトタン部分が腐ってきたところもありました。直接私どもの管理する施設ではないのですけども、スポーツ課の所管となって管理しておりますので、何とか早めに対応をということで申し入れをしております。そんなところでございます。
○丸山鎭委員　修繕することになったんですか。
○本間総務企画課長　まだスポーツ課のほうからは、来年度予算に要求するとか、今年の何らかの修繕予算で対応するのかということは、まだ返事をいただいておりません。
○丸山鎭委員　前回も質問したんですけども、合併の時に藤島で１０数個の事業項目を出しています。その中の半分くらいが未実施で実施予定がないと。その中に、藤島東部地区開発事業、この中にも改善センターが含まれていると思ったものですから、せっかくあるものを有効に使う、制限して使われないような形ではなくて、どしどし使ってもらうという、そういった形にしてもらったらいいのかなと。公共施設は、大勢の人から何度でも使ってもらうことによって、簡単に言えば、税金は上がらないけども、税収効果が出てくるのかなと。税収効果あるんです。使わせなければ税収効果は落ちるわけです。普通、体育館使ったら使用料取るとか、そういうことで税金を取るということもありますけども、大勢使って税収効果を上げるというのも、施策として大事な部分じゃないかなと。そんなことで、この２７年から２９年に関係しますので、発言させてもらいました。
○冨樫達喜副会長　市のほうにも、そういったことで強力に申し上げていただいたらいいのかなと思ってます。佐藤さん、どうぞ。
○佐藤一晴委員　この地域審議会、今年度で終わりだということですけども、何らかの形で残すべきだろうとは思うんです。議員はオープン制になったので、この藤島地域に何人当選するかもわからない。どちらかというとやはり、対等合併なはずなんですけど、吸収合併的な要素がかなり強いもんですから、周辺地域が自治能力が落ちるということが十分考えられますので、今後とも、住民の行政に対する参加という観点から見ましても、これに近いものを残すべきだろうと思います。

付け加えて、地域担当職員を置くということで、それは大変結構なんですけども、もうちょっとわがままを言わせてもらえれば、市長さんと副市長さんが１名いるんですけども、たまに彼らと話しをする機会あるんですけども、どうしても副市長さんは鶴岡、いわゆる旧鶴岡の人間なんです。私の考えとしては、副市長の２人体制をとれないかと。担当として、藤島、羽黒、いわゆる合併された側ですね、そちらに目配せするような副市長と。無理だとは思いますけども、そのくらいしてもらわないと。やはり今の合併というのは、どうも我々を忘れているよなと。特に農業関係の会議に行って話の内容を聞くと、だだちゃ豆の作柄がどうかとかで、藤島の大豆はいいできかと聞く人は誰もいないわけで、やはり羽黒や藤島は忘れられているなとしょっちゅう本音として思うものだから、担当副市長２人体制に持っていけないかというのが１点目。
　　それから６ページ、環境保全型農業というのはこれも大切なことで、鶴岡市は力を入れて５年後に５０％オーバーさせたいという目標を持っているようですが、この取り組みもちょっと説得力に欠けるという部分があって、ただスローガン倒れする可能性があって。なぜ環境保全型農業が大切かということをもう１回考えてみると、どうでしょう皆さん、ホタルが飛ばなくなったんですよね。赤とんぼも今年いなかったでしょう。１つの説なのだけども、どうも箱施用剤がかなり普及している、田植えする時に一緒に薬剤を苗箱にまいて、殺虫剤といもち対策の殺菌剤。これがかなり効果的である。ところが虫にもかなりよく効いていると思うので。ホタルがいなくなった、それから赤トンボがいなくなった、いわゆるヤゴを殺してしまう可能性があるものだから。その原因になっているというところから言っても、ただこうやってスローガンだけしても、ならない。やはり、ホタルが帰ってきたり、赤トンボが飛ぶという、もう一回ふるさとをよみがえらせるんだみたいな観点が必要だろうということ。
それからもう一つは、特別栽培をやってもいいのだけども、有利販売に結び付かないとやはり農家は動かないよと、あるいは農協も動かないよということなものだから、このへんが一番難しい所なんだけども、やはり農協さんあたりとセットにしていかないと、これは絶対にスローガン倒れになるということなんです。２、３日前、豊岡市に行ってきた、「こうのとり」ってやっているところ。完全有機で２万円で農家に支払いすると。で、減農薬で１５，０００円、支払いをすると。プラス市単独で７，０００円ぐらいの補助金を出すというと、農家も飛びつきますよね。東京の一流デパートで売っているということなものだから。それでもものは足りなくなると言っていた。やはりそこまでやらないと、これはスローガン倒れになるよということで、この２点だけ。
○冨樫達喜副会長　今農業関連の質問出てますけども、これらに関して、はい、田中委員。
○田中壽一委員　農業関連ということでありますが、佐藤委員から今言われたとおりだと思います。私は、３５ページからの農林水産分野ですけども、主な取組みということで、この内容についても、これは国の施策とまるっきり同じというふうに見ております。というのは、やはりこの地域に合った、特性を生かした農業振興ということを謳ってますけども、藤島地域で特別な取組みなのか、疑問という感じがします。あえてここに出されているということは、これから地域審議会の中で、新たな予算等含めてですね、あるのか、疑問であります。佐藤委員から言われたように、これは絵に描いた餅と申しますか、優等生の文章であってですね、これ実際には、じゃあ新規就農者とか担い手、支援とかですね、こういうものがただこういうふうに謳っているだけでは、実現はしないと思っています。特に新規就農支援ということで農業機械施設の導入、これはありがたい話ですけども、国、県と同じ内容です。いわゆる藤島版の新規就農支援、農業支援、そういったものをやっていかないと、絶対、新規、若者が入ってこないと思っておりますので、よろしくお願いします。
○冨樫達喜副会長　ここで皆さんに今答弁を求めると時間がなくなってだめだから、まず今農業関係が出てますんで、これに対して何か、質問ほかにありましたら。鈴木委員。
○鈴木紀生委員　環境に配慮した農業の振興ということでここに環境保全型農業ということで載ってますけども、いずれにしろ有機、特別栽培米、あるいは野菜についても、生産者がもう一度自覚が必要でないかと。楽々を見ても、お客さんがいない。閑散とした状況ですから、やっぱりいいものがないからお客様が来ないんじゃないか。鶴岡あたりに住まいの方がもっと買いに来ていいのだろうけども、鶴岡から車で来て買うに値する農産物がないかなというふうに受け取っております。楽々のこれからの再建と合わせて、この環境保全型農業を推進したらどうかなと。
例えば、茨城県の川内町は、公社を作って、そこで生産者を募って、有機米と特別栽培米、野菜をやっていると。町で作った公社です。藤島の地域を考えた場合は、現在の環境保全型農業では、どこでもやっているような、他と変わらないと。一歩前進して、もっとお客様が買いに来るような農産物を、農家が自ら生産していかないとだめかなと。この前、本所の武田壮一農林水産部主幹さんとお会いする機会があった際、鶴岡ブランドを立ち上げると言ってました。そんな形で、これからの環境保全型農業が、お客さまからも喜ばれると。特に味、おいしさを見て。安全、安心は今どこでも謳ってやっているわけですから、楽々の再建を兼ねてこの環境保全型農業を推進して行ったらどうかなと思います。

それから６次産業化ですけども、これは農業者自らやっても失敗する可能性があると農林水産省が言ってましたから、やるには慎重に取り組まねばならないと。例えば、いずみ農産でやっているマイスターについては、成功しているように思います。そんな形で、誰が取り組んでもすぐ成功ということにいかないと思うんで、やっぱり地道な計画とそういうものをいろいろやっていかなきゃいけないかなと。これについても、農商工連携ということで、例えば市のほうでそれなりの施設を作って、それを貸与しながら何年か面倒をみるというような形でもあれば、６次産業化に取組むことができると思うけども、そうでないとなかなか取り組みはならないかと。

もう一つは、移住定住のことについて。これから鶴岡市の中でも、移住するにしても、働く場所というのはかなり難しいと思うんで、首都圏から若者を呼び寄せるには、例えば農業の場合は、やる気があれば一番手っ取り早いかなと。その一つに、農地中間管理機構ということで出てますけども、藤島の話を聞きますと、農地を出して借り手が一緒に来なければ受付けないということも聞いておりますので、そうではなくして、やっぱり農地を出しているものを預かって、藤島にはこういう田んぼ、畑がありますよと、それを耕作してみませんかということで、首都圏に呼びかけをしてやったらどうかなと。他県ではそれをやっているところがありますので。今の農業委員会の、出しただけでは一緒に来なければ受付けないというようなことではなくて、農地中間管理機構で一時預かって、そういう農地を準備できるというようなことで首都圏に呼びかけたら、あとは別の面で違ってくるのかなと。ただそれまでの間には財政の負担も出てくると思うけども、お膳立てをしていかないと、なかなか進まないのではないかなと。
○冨樫達喜副会長　はい。板垣さん、よろしいですか。
○板垣久喜委員　前々回、ふるさと納税制度の活用ということでもっともっと推進すべきでないかというふうにお話を申し上げました。言えば、物流から、人が動いて特産物にもなるし、ぜひ、ふるさと納税制度を積極的に推進してほしいと思います。
それから、学校適正配置の関係、長沼小学校がまさに当該校ということになってますけども、私は、中学校区トータルで考えた再編計画を出すべきだろうと。一度二つを統合したところで、校歌なりいろいろ二度手間になるような計画は出してほしくないと思います。ぜひ藤島全体を見通した配置の計画を、今後よろしくお願いしたいと思います。

それから、雨水対策ですけども、特に長沼、毎年、今年の場合は幸いなかったのですけども、言えば低水位地帯というか、低平地地帯というか、藤島川と京田川に挟まれています。ぜひ、もっと水が抜けるように、堤防の内側の雑木の伐採等してもらわないと、将来とも、毎年不安ということなので、県に、ぜひ積極的なお願いをしてもらいたいと思います。

それから、鶴岡市には３つ４つの公共温泉施設がありますので、健康増進という立場で、もっともっとそれらの利活用を促す方法をとってほしいと、そういう取組みが経営的にもプラスになるであろうと思います。

あと、ぽっぽの湯の関係で、余目に「町湯」がスタートして、１０月２７日からですから２０日とちょっと過ぎたという状況の中で、客足が戻ってきたものかどうかということも含めまして、その影響の状況をどう評価、判断しているか、併せて、ぽっぽの湯は残念ながら大幅な累積損失という状況になっているので、その回収策も早めの手を打つべきでないだろうかと思います。

もう一つ。前回申し上げましたアマゾン資料館の再スタートはできないのかと話をした経過があります。前回は時間がなくて現状をお聞きできませんでしたので、分かる範囲でお願いします。
　
○蓮池産業課長　ぽっぽの湯につきまして簡単に説明させていただきます。町湯ということで、当初、オープンから３、４日くらいの数値については把握しております。１５０人ということで話を聞いておりますし、若干の影響は見られるのかなと見ております。ただ、期間的にあまり短いものですから、なかなかそれが本当の影響なのかというところがまだはっきりしていないところで、もう少し数値を拾いながらですね、影響について考えていきたいと。また、営業のほうについてでありますけども、ぽっぽの湯でもいろいろと検討しながらやっております。どうしても経営についてはなかなか厳しいところがございますので、先程お話ありましたとおり、温泉のほうと早急に対策等について検討していきたいということで話をしておりますので、ご協力のほどよろしくお願いしたいと思います。
○髙橋政策企画課長　アマゾン民俗資料館のその後の対応ということで説明申し上げますが、ご案内のとおり、民俗資料、自然資料につきましては、今後何らかの譲渡をしていくということで、行革審議会で決定させていただいた事項でございますので、３年間かけて譲渡先の調整を図るということで、所有者である山口先生に市がご支援申し上げる形で、様々な調整をいたしております。具体的には、国立民族博物館さんでありましたり、所定の学術専門機関、こういった方々をお訪ねいたしまして、より世界的な価値、一括での資料としての価値、こういったことを念頭に置きながら、学術的にもいい方向での譲渡ということを現在模索させていただいてるという状況でございます。
○板垣久喜委員　せっかくの立派な施設、規模、もったいないのでないかと思うし、行革だけでものごとを進めること自体がまずい。鶴岡の宝になると思う。ぜひ再開すべきでないかなという思いをしております。今さらということで、これ以上のことは言いませんけれども、本当にもったいないと思います。どこにもない規模、内容だと思いますので、できればという思いで話をしました。

○冨樫達喜副会長　２のこの総合計画の策定については、いろんな意見が出されたわけでありますので、事務局のほうで整理をしまして、できるだけ取り入れてもらうように努力をお願いしたいなと思いますので、よろしくお願いします。
（３）のその他ですが、今まででほとんど出尽くしたと思っております。はい、成澤さん。
○成澤恒雄委員　私はずっと公民館関係とかそういうものをやってまいりましたので、そのほうに関心があるわけですけども、将来は、これを見ると、今活動センターということでやっているわけですけども、将来は鶴岡市に合わせたコミュニティセンターに統一をしていく予定なのか、その点を1点と、それから、従来、町内会長が市のほうから頂戴しておりました報酬は、市から直接町内会の会計に振り込みしているという話でしたが、その使い道について、町内会長についてはだいたい１２万円という形で話し合いをされたということで、ほとんどそのような形でなっておるようですけども、中には、いただいたものは全部いただきたいということで全部もらっている町内会もあると。それから一部でありますけども、自分は要らないから、その金で小学校の入学児童にランドセルを買ってやったという町内会もあります。そのようなことで、町内会長が要らないからランドセルを買うというようなことになれば、町内会長が代わっても、今年はランドセルはあるけども来年はないとか、そのような形になってくると思うし、教育的な配慮からもどうかなと思いますけども、その点について聞きたいと思います。
○本間総務企画課長　地域活動センターということで、今年度から公民館から再編移行させていただきました。鶴岡市では従来から鶴岡地区についてはコミュニティセンター、藤島地域については地域活動センターということで、防災や福祉も含めた地域活動の拠点施設ということで皆様から使っていただきたいということで、いわば広い意味での公民館ということで、十分に説明しながら合意をいただいたところです。鶴岡地区のコミュニティセンターは、主として、よりよき隣人関係ですとかそういったことに主眼を置いておりましたので、藤島地域の地域活動センターについては、それに加えて防災や福祉などを含めた地域活動の拠点施設ということで位置づけております。そういうことから、条例は鶴岡地区のコミュニティセンターと一緒にはなっておりますが、条例の設置目的の部分は変えております。私どもでは地域活動センターということで今年度からスタートしたばかりでありますので、将来的なことは分かりませんが、当分変える予定もございません。それから、来年度からは、羽黒地区では地域活動センターということでまた羽黒地区でも地域活動センターという名称を使う予定になっております。朝日地域では、１２月議会を通ったうえでですけども、コミュニティセンターという名前を使うということを聞いております。藤島地域は、当面、地域活動センターということで名前を変えておりますし、施設の名板についても直しておりますので、今の時点ではそういうことでやらせていただいくこととしております。
　　それから町内会長さんの報酬ということでありましたけども、今年の３月までは、町内会の会長さんについては、市の非常勤特別職ということで、市から直接、藤島地域においては報酬をお支払いしておりました。これにつきましても、総合交付金化ということで、各町内会の様々な事業がありますが、例えば自主防災に関する部分、それから町内会公民館の維持管理に関する部分とか、そういった部分も含めまして、今までは事業ごとに補助金の交付申請とか実績報告ということで、手続きが煩雑だったということもありまして、町内会長の報酬も含めて全て、各町内会の世帯割などを基に、総合交付金ということで交付しております。使途は、ご自由にお使いいただくということですので、町内会長さんの報酬についても、それぞれご自由に決めていただくということにしております。これについては、これから人口が少なくなっていきますので、各町内会の運営資金がなかなか厳しくなっていくことも含めて市の施策ということで位置づけておりますので、中には、先程成澤委員がおっしゃったようにランドセルをあげたりということも聞いておりますけども、使途はご自由に、町内会の運営資金としてお使いいただきたいという趣旨でございますので、ご理解いただきたいと思います。
○冨樫達喜副会長　まだいろいろご意見あるのかなと思いますけども、予定された時間を大幅に経過しましたので、以上で今日の協議をすべて終了といたします。司会は事務局に返したいと思います。
４、その他

〇本間総務企画課長　はい、冨樫副会長さん、ありがとうございました。４のその他につきましては、事務局からはございません。
それでは閉会させていただきますが、閉会の前に皆様方に支所長より一言挨拶を申し上げます。

○門崎支所長　皆さん、本日は新市建設計画の見直しのご答申と、鶴岡市の総合計画実施計画に関しまして、いろいろなご意見、ご提言等をいただきまして、誠にありがとうございました。地域審議会の設置期間、皆様の任期につきましては、明年３月３１日までとなっており、まだ期間はございますけども、現時点におきましては、今年度、藤島地域審議会の開催は本日をもって終了させていただく予定といたしております。委員の任期の期間には相違があろうかとは存じますけども、各公共的団体等の代表者、あるいは学識経験者等といたしまして、幅広く藤島地域の課題の解決、あるいは活性化につきまして、ご意見、ご提案、ご教示を賜りましたこと、また、平成２３年度と２５年度の２回に渡りまして、市長に提言書をいただきましたこと、重ねて御礼申し上げます。

また、とりわけ、小野木会長様、冨樫副会長様におかれましては、平成１８年２月の最初の地域審議会設置以来、会長あるいは副会長職の重責を担っていただいたところでございます。深く敬意と感謝を申し上げます。

なお、平成２７年度以降の地域審議会のあり方につきましては、先程佐藤委員さんからもご要望ございましたけども、最終決定はしておりませんけども、引き続き、地域課題の解決策や地域活性化、それから地域振興策などに関しましてご協議をいただきます新しい形態の組織、この地域審議議会をそのまま踏襲する形でありませんけども、また委員の定数も縮小を予定いたしておりますけども、設置をしてまいりたいというふうに考えておりますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりますけども、改めまして委員の皆様のこれまでのご指導、ご助言に感謝を申しますとともに、これからもいろいろな機会を捉えましてご指導、ご支援を賜りますようお願いを申し上げまして、ここに感謝を申し上げます。どうもありがとうございました。

５、閉　会
〇本間総務企画課長　それでは以上をもちまして平成２６年度第３回の藤島地域審議会を終了とさせていただきますが、ただいま支所長の挨拶にも申し上げましたが、本日の審議会が実質最後の会になろうかと思います。長い間誠にありがとうございました。

　　また、本日欠席されました小野木会長より、委員の皆様のこれまでの審議会の運営に関しましてご協力いただいたことに対し感謝申し上げるとともに、大変ごくろうさまでしたという御礼の言葉を伝えておいていただきたいということでありましたので、私から皆様にお伝えさせていただきます。

それでは、終了とさせていただきます。どうもありがとうございました。
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